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１．中央公園（H24年5月）
　（1）概要

　　　　昭和53年に旧春木競馬場跡地に建設された。緑地のほかに総合体育館、スポーツ広場（400mトラック）、テニスコート、プール、子どもの広場等を備え、毎日沢山の市民が散策に訪れている。

　　　現在、公園の南西部を横断している春木川は工事中で完成時には水辺に親しめる河川になりそうだ。

　（2）観察コメント

　　　○樹木の種類、数量も多く、高木になっていて、ちょっとした林を形成している。
　　　○良く管理された公園と感じる。

　　　○植生も配慮して配置されているのか、昆虫や野鳥もそれなりに生息している。
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　　　○野鳥はおなじみの種類がいますし、春夏の渡りの時期に色々な鳥が羽を休めているようです。

　　　○ゆったりとした空間に歴史的な建物や、モニュメントを随所に配置して、広々とした芝生や、何十種類の木立は市民の憩いの場としてすばらしいものだと思う。　　

　　　○公園内に自然の川が流れ、訪れた人が憩えるように、石のモニュメントなどが置かれ、とても恵まれた環境である。

　　　○公園をプロデュースした方は、造成時にどこにどの木を植えれば良いか決める際、散歩する人の気持ちに立って考え、木の種類を決定されたのではないでしょうか。

　　　○公園事務所（公園緑化協会）には植栽樹のマップが用意されていて、植種を見分ける勉強になる。
　（3）確認した植物、野鳥　

　　　○樹木　アメリカフウ、トウカエデ、タラヨウ、カナメモチ、ユズリハ、ウバメガシ、ほか色々

　　　○野鳥　ドバト、キジバト、ヒヨドリ、ムクドリ、カラス、スズメ等
　（4）問題点

　　　○樹木の名札が非常に少ない。

　　　○生息している野鳥、飛来してくる野鳥の説明がほしい。
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２．兵主神社（H24年5月）
　（1）概要

　　　　兵主神社は延喜式内社で、加守郷12か村の総社で大宮と呼ばれています。桃山時代に建設された本殿は三間社・流造・桧皮葺で、蟇股などに桃山風の装飾が施されていて国の重要文化財になっているそうです。社宝として室町～江戸前期の能面9面などが伝えられています。これは「雨降りの面」と呼ばれ、雨乞いの際に演じられた能に用いられたものだそうです。

　（2）観察コメント

　　　○境内はよく手入れされており、小さいながら社寺林もあり、中央公園の鳥の避難所にもなっているようです。手洗い場所で、シジュウカラが２羽水浴びしていました。ここも春夏の渡りの時期にはいろいろな渡り鳥が羽を休めているようです。
　　　○兵主神社は名前の如くなにか戦争に由来する神社なのか、紀元二千六百年記念とか大東亜戦開戦記念とかいう碑が目立ちました。遠い過去になりつつある悲惨な戦争を思い出してちょっと悲しくなりました。
　　　○境内を奥へと進むと、ミントのような強い香りがしたので、不思議な思いで辺りを見回すと、厚手の艶やかな葉に白い花を付けた、姿の美しい木があり、『招霊木』と書かれた白木の立て札が立っていました。この強い香りは、この木の花からの芳香のようでした。後で調べたところ、この木の名前は『オガタマノキ』と言うそうで、真っ直ぐに天に延びる姿から、神の意思を伝える木とされ、昔から神社によく植えられて、葉や実は神事によく使われていたとありました。
　　　　　この木のように、人がある目的と役割で特別な関わりを持つ種類の木もあるのだなぁと、今更なが
　　　　ら人と自然との多様な関わり方を思いました。境内には、その他にも相当に樹齢を重ねていると思わ
　　　　れる大木が数多くあり、やはり木にとって、神社や仏閣は貴重な保護区になっているようでした。

　　　



　（3）確認した植物、野鳥

　　　○樹木　オガタマノキ、クロガネモチ、アラカシ
　　　○野鳥　シジュウカラ　
　３．春木川（加守町）（H24年5月）
　（1）概要

　　　春木川は2級河川で大阪府が管理しています。源流は神於山ですが、ほとんど水はなく、川沿いのため池の水や、流域の排水が流れ込んでいます。尾生町の平寿橋から下流が春木川で上流が轟川です。

　（2）観察コメント　

　　　○加守町4丁目辺りの河川敷の草が刈られている。何方が何のために刈られたのか知りたいです。

　　　○コイの遅い産卵と思いますが、一匹を数匹が追いかけているのに遭遇しました。

　　　○一頃に比べてごみが少なくなっているように思いました。

　　　○アカミミガメの異様な多さに驚きました。日本のカメは見当たりません。

　　　○コイとカメの楽園です。ギンブナもいます。餌はどうなっているのか、近隣の住民とのかかわり合いはどうなのか気になりました。

　　　○コイの稚魚でしょうか、小魚が群れて泳ぐ姿もありました。

　　　○カルガモの母親が10羽位の子ガモを連れて行進しているところを見れて、水辺の楽しさの一端を知りました。

　　　○旧国道26号の直ぐ下流の、左にカーブしている当たりの葦の群生が殆ど無くなり、カニの巣穴が少なくなっていました。

　　　○上げ潮の時間と重なっていたためか、春木体育館近くまで行くと、たくさんのボラが泳いでいました。淡水に生息するコイやギンブナ、アカミミガメが泳ぐ中に海水魚であるボラが群れている光景は不思議な感じがしました。

　（3）確認した魚類、カメ・カニ、野鳥
　　　○魚類　コイ、ギンブナ、ボラ

　　　○カメ・カニ　アカミミガメ、クロベンケイガニ（巣穴）、ハマガニ（巣穴）

　　　○野鳥　アオサギ、コサギ、カルガモ、カワラヒワ、マガモ、コチドリ、ハクセキレイ、セグロセキレイ
　（4）問題点

　　　○ぼつぼつアカミミガメ対策を始める時期ではと感じました。
　　　○今後も川に生息する生き物の種類や数が増え続けていくように、周りの環境に配慮した暮らしを心掛けて行きたいと思いました。

　　○最近の研究では在来種だと思われていたクサガメやヤモリが外来種の可能性がある、という記事を読んだことを思い出しました。外来種と在来種の違いって何なのか、単に外来種＝悪者　という考え方が一般的な風潮の中、改めて外来種問題について考えさせられました。

　　○河川の濁りがいつまでたっても改善されない。
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きれいに管理されています
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公園横断部の春木川は工事中ですが、完成が楽しみです





尋常小学校
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招霊木（オガタマノキ）





きれいな境内
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河川敷の草が刈られています





　　　　カルガモの親子
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小魚　コイの稚魚








コイとカメが同居
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　　　　カニの巣穴





　　ボラの大群？





カメの大群
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